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東北大、無欠陥・配置制御ナノピラー構造により表面
濡れ性の制御に成功

発表日：2018年10月26日

無欠陥・配置制御ナノピラー構造により表面濡れ性を自在に制御

－バイオテンプレート極限加工により作製した無欠陥ナノ構造だけで撥水性実現－

【概要】

　東北大学産学連携先端材料研究開発センター(MaSC)、材料科学高等研究所
（AIMR）および流体科学研究所(IFS)の寒川誠二教授および大堀大介博士研究員ら
のグループは、独自技術であるバイオテンプレート技術と中性粒子ビーム加工技術
を融合して高均一・高密度・無欠陥の直径10ナノメートル（以下、nm）サイズの
均一で高密度な間隔制御された無欠陥シリコンナノピラー構造を作製することに成
功し、その表面状態や間隔・深さを制御することで世界で初めて表面の濡れ性を親
水から撥水まで自在に制御することに成功しました。これは、トップダウン加工
（注1）（ドライエッチング）であるがゆえに材料を問わず配置制御して作製で
き、また、究極まで表面の欠陥を抑制できることから、あらゆる材料の表面で親水
性から撥水性まで表面濡れ性を自在に制御できることを初めて示したものです。撥
水の研究は、学術的な表面科学の分野だけでなく、建設資材、化粧品、繊維処理、
エレクトロニクス、光学機器、ミリ波レーダーシステム、エネルギーデバイスなど
の産業分野でも、極めて注目を集めています。今回の成果はあらゆる材料表面での
濡れ性を設計することが可能となる新技術になります。

　本研究成果は2018年10月26日（日本時間）に第65回米国真空学会(AVS)国際会
議で発表されます。
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